
【No.　 20】(R.8秋教養区分)　
次の式を満たし，かつ A<Bである正の整数 A，Bの組合せはどれか。
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3. 　 3通り
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5. 　 5通り
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補足
動画最後に示した，いかにも「数学らしい」解き方を紹介します。
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これより，
8A+ 8B = AB

移項して変形する。

AB − 8A− 8B = A(B − 8)− 8(B − 8)− 64 = (A− 8)(B − 8)− 64 = 0

(A− 8)(B − 8) = 64

A，B ともに 8 より大きいことは明らかなので，後はかけて 64 になる組合せを列挙する。
なお，A− 8 < B − 8に注意する。

(A− 8, B − 8) = (1, 64)(2, 32)(4, 16)

∴ (A,B) = (9, 72)(10, 40)(12, 24)

の３通り。

この解き方は思いつけば早いのですが，「なぜ思いつくのか」を説明できなければ絵に描い
た餅です。僕自身は，速攻で動画のように調べましたが，この方法もすぐに思いつきました。
その理由は「この変形を知っている」からです。具体的には，何年か前に工学区分の過去問で
出ていますし，もっと言えば，中学や高校で経験していました。
これを読んでいる皆さんも，上の解答がわかれば，次はできますね。でも，もし忘れていた

ならば，今回は「できない解法」となります。だから，「列挙して解く方法」が優先的だと考
えています（もちろん，時間内に列挙できると思って列挙しています）。
ちなみに，不等式の利用について，動画内で触れていますが，これも「知っている」から

できることです。知っていた理由は，もちろん「過去問にあった」からですし，それ以上
に，高校１年生のときに苦労して解いたことを 30 年以上経った今でも覚えているからです。
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< 1のときに左辺の最大値を求めよ。みたいな問題でした)

これも今回の動画で，「知識」になったなら，次はできます。こうして，今回の試験を機に
少しずつ前に進みましょう。
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